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おはなしドライブ ミニ（午前１１：００～１１：１５）　 本の福袋 （午前９：３０～なくなり次第終了）

ちっちゃなおはなし会（午前１１：００～１１：１５） ちびっこタイム（午前１０：３０～１２：００）

ユニットおりがみ教室 （午前１０：００～１１：３０）

　 　　

年末年始休館のお知らせ 図書館は令和３年１２月２７日（月）～令和４年1月３日（月）までお休みです。

●https://kitakata-lib.sakura.ne.jp
１月～３月の図書館スケジュール　
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12/27(月)～年末年始休館

※予定が変更になることもございます。ご了承ください。
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本の福袋
福袋の中に、さまざまなテーマに合わせて

選んだ本２冊とオマケが入っています。

大人用は限定15個、子供用は限定10個。

無くなり次第終了となります。

日にち：令和４年１月４日（火）

時 間：午前９時３０分～終日

※福袋が無くなり次第終了

場 所：喜多方市立図書館１階 カウンター前

その他：貸出期間は２週間です。

１つの福袋で２冊分の貸出となります。

ユニットおりがみ教室

講 師：五十嵐 智洋 先生

時 間：午前１０時～１１時３０分

場 所：図書館２階 第二閲覧室

定 員：１０名（事前のご予約が必要です。）

参加費 ：１００円

持ち物 ：のり

予約制

～令和４年度の開催予定日～

１月２９日（土） ２月２６日（土）

３月１９日（土）

※３月は都合により３週目に実施。

毎月、最終土曜日に「ユニットおりがみ教室」

を、開催しています。毎月人気のイベントです。

皆さんのご参加をお待ちしております。

新年初の開館日！

皆様のご来館を

お待ちしております。
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令和３年10月の作品「五角箱」



新刊おすすめ図書 ラインナップ！

『ゼロから始める文章教室』 『お味噌知る。』

『風景印ミュージアム』 『この目、誰の目？魚の目図鑑』

その他のおすすめ新刊図書はこちら！

◆『中野のお父さんの快刀乱麻』

北村 薫／著　文藝春秋　（Ｆ/キ）

＊中野のお父さんシリーズ、本と日常をめぐる謎は今回も傑作です！

◆『御坊日々』
畠中 恵／著　朝日新聞出版社　（Ｆ/ハ）

＊僧侶・冬伯と弟子の玄泉が江戸の“幽霊”事件に挑む！短編５話収録。

◆『闇祓』

辻村 深月／著（正式には「辻村」）　ＫＡＤＯＫＡＷＡ　（Ｆ/ツ）

＊作者初の本格ホラーミステリー長編。名前を持たない身近な悪意に戦慄必至！
他多数

紹介したい本はまだまだあります！
ぜひ図書館へおこしください。

古沢 保／著
Ｇ.Ｂ.
（６９３/フ）

鈴木 香里武／著・写真
ジャムハウス
（４８７/ス）

　その土地のその郵便局だけの
消印、風景印をご存じですか？
本書を読むと、地域の独自性
とユーモアあふれるデザインに
驚かされます。手に入れる方法や、お便りにおす
すめの風景印、郵便局をめぐる旅など、皆さまの
知らない風景印の世界がトコトンわかる本です。

　もう、死んだ魚の目なんて
言わせない!?擬態する目や、
変形した目、まるで惑星の様
な神秘的で美しい目等、多様
な魚の目を紹介した１冊。写真の美しさはもちろ
ん、筆者のわかりやすく簡潔な解説も見事です。
眺めてもよし、熟読してもよしな本です。

【一般コーナー】にあります。 【一般コーナー】にあります。

【一般コーナー】にあります。 【一般コーナー】にあります。

毎週木曜日に新しい本が入ります！
どうぞお楽しみに！

小川 こころ／著
ナツメ社

（８１６/オ）

土井 善晴／著，土井 光／著
世界文化ブックス
（５９６/ド）

　文字を連ねただけの文章から、
ステップアップしませんか？
この本は「読み手に伝わる」
文章作成をゆるくて可愛い猫の
イラスト豊富に紹介しています。
魅力のある文書を書きたい方、来年度会社で広報
担当に選ばれそうな方におすすめです。

　一人でも、大人数でも。
人それぞれの立場や、場面に
合わせた作り方があるみそ汁の
奥深さを堪能してみませんか？
料理研究家・土井善晴と娘の
光による味噌汁レシピを、5つのテーマに分けて紹
介。読むだけでお腹が温まる!?一冊です。



 特集：『新しい挑戦の一歩を図書館から』 
 

 

 

 

 『趣味の酒つくり』  

笹野 好太郎/著 農山漁村文化協会 （５８８/サ） 

本書では蜂蜜酒からワイン、ビール、濁酒、などの作り方が詳し

く紹介されていますが、ただの実用書でありません。著者のお

酒への思いがあふれた専門書でもあります。日本では酒税法に

より個人でのお酒造りはできませんが、一部手作り可能なもの

もありますので挑戦する方は一度、酒税法をご確認ください。 

お酒は手作りできるの？！ 

『スポーツ観戦を楽しむ本』 

 成美堂出版編集部∥編  成美堂出版 （７８０/ス） 

運動は苦手だけれど・・・。まずは観ることから始めてみません

か？メジャースポーツからいま注目の競技まで、人気の 68 競

技の基本ルール、競技場や歴史、見どころなどを、写真やカラー

図版を使って徹底解説しています。知識を持って観戦するとよ

り深くスポーツを楽しめますよ。 

 

観る楽しみから始めよう！！ 

『百年文庫』 太宰 治∥著 ラディゲ∥著 久坂 葉子∥著 

堀口 大學∥訳 ポプラ社 （908/ヒ/1） 

日本と世界の文豪による名短篇を、漢字 1文字のテーマに合

わせて編んだアンソロジーです。全部で 100巻を 1年かけて

読破してみませんか？第１巻は、太宰治「女生徒」、ラディゲ

「ドニイズ」、久坂葉子「幾度目かの最期」を収録しています。 

世界の名著を堪能できるシリーズです。 

やっぱり読書！文豪の世界 100 冊！！ 

新しい年のはじまりです。今年は勇猛果敢に色んな事に

挑戦してみましょう。図書館には小説以外にも、知識の

本がたくさんあります。大いに活用して充実した一年を

過ごしましょう。あなたは今年、何を始めますか？ 

※表紙は 1巻を使用。 
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児童向け広報誌「わくわくとしょかんメール」では、「図書館マスコットお名前募集」を紹介しています。 

【編集後記】 

ふと、蒲団の中に本と懐中電灯を持ちこんで読書を楽しんだ幼少の記憶を思い出しました。薄明りに 

照らされたその本は、なんだか冒険の書のように思えてワクワクしたのを覚えています。 

その冒険は、目が悪くなるからと親にたしなめられて早々と中止になりましたが、その時の癖なのか 

階段の三段目や脱衣所前の廊下など、机だけではない“しっくりくる場所”を探してしまいます。 

皆さんのお気に入り読書スペースはありますか？よければこっそり教えてください。（Ｙ‣Ａ） 

みみずくちゃん（仮）の 
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「本が泣いています」編 
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